
可
般
小
説
容

御
自
分
を
被
治
候
は
、
雨
方
の
巾
分
を
開
局
被
申
篤
に
候
よ
し
被
申

候
へ
ば
、
安
房
守
左
桜
花
候
へ
ば
、
唯
今
被
仰
関
候
事
、
不
入
儀
と

存
候
よ
し
被
申
候
。
流
石
の
伊
豆
守
殿
も
返
答
無
之
巾
。

一
、
大
番
一服
・
松
平
伊
豆
守
の
鮮
を
止
む

大
評
頭
の
内
説
と
や
ら
ん
。
唯
今
御
右
紙
数
友
ど
居
被
巾
所
、
共
時

分
老
中
の
御
台
所
に
て
候
。
共
聞
に
て
諸
事
被
仰
波
候
。
右
の
人
何

や
ら
ん
伺
に
出
申
時
、
伊
豆
守
殿
鮮
民
て

、
人
の
伺
を
聞
被
巾
候
て

は
.
ゃ
あ
/
¥
と
呼
返
し
被
申
候
。
其
時
も
左
桜
花
有
之
候
庭
、
右

の
人
.
御
用
の
事
を
習
指
止
候
て
被
申
候
は
‘
此
問
符
役
人
共
、
伊

一
息
守
敗
の
胸
ひ
や
し
践
と
沙
汰
仕
供
。
向
後
は
や
あ
/
¥
を
御
止
被

成
可
然
存
候
よ
し
被
巾
候
へ
ば
、
伊
一
息
守
殿
、
此
附
敷
内
陀
h
M

ど
け

を
紋
巾
侠
と
て
笑
被
巾
候。

共
よ
り
止
申
候
よ
し
。
此
時
分
は
御
老

中
も
絡
役
人
も
、
手
を
ろ
ひ
仕
た
る
帥
山
花
て
候
よ
し
。

て
安
藤
帯
刀
、
御
法
度
の
ほ
幼
児
て
臨
芯
ム
事

大
猷
院
桜
御
時
の
都
民
て
候
。
紀
伊
図
の
安
藤
帯
刀
、
耐
山
政
容
に

τ

候
。
江
戸
陀
て
御
法
度
の
臨
判
明
へ

、
安
艇
が
務
医
会
候
て
、
絡
を
つ

か
ひ
巾
候。

ω見
よ
り
巾
出
候
て、

市
封
勝
陀
致
吟
味
候
桜
に
と
老
中

被
巾
波
候
市
出
.
安
藤
巾
候
は
吟
味
不
促
成
自
に
て、

開榊不
巾
候
ゆ
土
、

老
中
も
御
大
法
の
阪
に
候
故
、
共
分
陀
不
能
成
、
ひ
た
物
被
中
波
快

得
共
様
不
申
ι

候
に
付
、
安
藤
が
別
て
明
巾
人
を
呼
被
巾
快
て
被
巾

合
。
共
人
態
々
老
中
の
使

K
成
候
て
、
帯
刀
か
た
へ
罷
越
、
此
阪
は

御
法
の
儀
と
巾
・
上
聞
陀
も
平
相
建
中
俄
K
候

m・
被
致
治
路
師
、
て

可
然
旨
被
巾
越
候
。
北
ハ
時
帯
刀
申
候
は
.
此
者
詮
訟
に
も
不
及
相
知

能
在
候
。
不
例
法
の
や
つ
に
候
へ
ど
も
.
此
者
を
出
し
候
て
は
、
我

等
一
分
立
不
巾
候
。
我
待
出
冊
数
寄
は
知
…
限
候
。
帯
刀
が
自
分
に
申
付

候
て
お
致
一
な
が
ら
.
難
儀
に
沿
よ
ぴ
候
て

、
総
匠
を
出
し
申
な
ど
L

沙
汰
有
之
候
て
、此
帯
刀
は
立
不
申
候
。
御
法
陀
て
共
分
陀
て
難
被
成

俊
民
候
は
ピ
、
乎
前
切
版
仕
候
て
均
明
可
巾
候
。
俗
人
は
不
軒
.此
物

刀
都
は
‘
縦
現
椴
御
自
利
を
以
紀
州
へ
御
付
被
遊
候
。
か
械
の

mk

て
腰
が
ぬ
け
候
て
は
‘
御
目
が
ね
迷
ふ
と
い
ふ
も
の
に
て
料
、
と
て
、

緋
不
巾
停
、
故
共
分
陀
罷
成
候
。
紀
州
核
御
暇
陀
て
御
張
問
鳴
の
時
分

帯
刀
都
例
年
の
泊
、
御
目
見
御
恩
賜
有
之
‘
共
上
陀
て

御
底
E
被
下

候
て
‘
品
川
よ
り
慰
に
騰
を
つ
か
ひ
除
て
罷
越
伎
俳
と
‘
上
意
に
御

也
候
。
前
の
柑
舶
を
御
削
被
遊
御
感
筑
と
、
共
時
分
沙
汰
仕
炉、
。
沼
も

君
.
毘
も
匡
と
可
巾
や
。
而
自
存
候
故
申
巡
候
。

一
、
河
村
陥
斡
の
一
言
に
新
井
白
石
腎
臓
の
都

小
埼
武
兵
術
段
、
病
集
次
第
に
宜
方
の
山
・
玄
隆
築
相
山
山
と
有
候
。

此
皮
武
兵
街
殿
へ
も
以
舎
中
小
入
供
。
思
慮
は
陣
門
を
似
巾
印
刷
筒
に

存
候
。
も
と
よ
り
内
経
陀
も
川
中
印
刷
巴
腕
へ
ば
、
此
節
縫
製
4
Lu
r
は

市
山
政
可
有
之
候
。
折
節
少
宛
御
術
開
口
候
と
も
・
強
て
は
不
敏
成
仮
綴

に
可
被
仰
俗
、
。
私
紡
股
紅
も
m
蛸
党
は
一
朝
一
夕
の
俊
民
も
仰
…
之
似
o

-幼
少
よ
り
総
書
軒
思
仕
事
を
好
候
て

.
多
年
同
肝
毘
を
敗
候
故
指
出
候

か
と
存
候
。
去
共
私
儀
は
、
少
し
修
養
方
の
儀
自
得
仕
俄
共
有
之
炉
、

て
、
日
正
に
て
納
候
故
・
幸
陀
て
唯
今
迄
、
約
れ
珂
陀
も
不
混
成
候
。
古

人
の
州
慨
に
・
韓
国
師
友
な
ど
も
無
之
、
4mM
同
開
ば
か
り
に
て
物
り
川
川
き
可

巾
と
存
崎
町
者
は
・
ど
う
し
て
も
思
岐
を
抜
群
陀
用
候
故
、
共
同
山
中
制
之

と
存
候
。
是
は
不
及
H
M
非
儀
陀
候
へ
ば
‘
死
而
後
巴
の
意
得
に
候
へ

共
、
急
迫
陀
仕
所
有
之
、
別
て
病
を
招
中
か
と
存
候
。
急
迫
陀
仕
候

は
‘
病
の
み
な
ら
歩
、
義
理
に
も
寄
有
之
儀
陀
候
。
小
寺
氏
は
勿
論

各
桜
は
じ
め
、

従
容
使
遊
の
御
心
待
問
裂
に
存
候
。
是
も
人
陀
よ
り

か
級
陀
は
巾
ま
じ
く
候
。
石
黒
川
阻
な
ど
生
岬
H

は
念
迫
な
る
桜
に
と
巾

度
存
炉
、
。
先
日
新
労
氏
物
臨
聞
に
て
候
。
河
村
悩
軒
と
若
宮
時
分
翫
川
被

申
候
よ
し
o

随
軒
或
時
申
候
は
、
唯
今
迄
死
申
草
花
幾
度
逢
申
候
哉
。

天
子
将
邸
の
身
に
も
、

一
生
に
は
死
巾
・都一一一一
一皮
も
有
之
物
と
承

可
捌
小

股
怨

保
。
ま
し
て
常
の
人
の
上
K
は
‘
死
を
党
儒
仕
事
一
生
の
内
有
之
物

に
候
o
北ハ
一冗
の
郡
白
別
て
左
棋
の
方
民
都
府
な
る
生
質
と
見
附
候
故
、

府
巾
山
氏
候
放
・
新
井
氏
替
り
た
る
郡
を
都
中
似
。
切
に
よ
っ
て
れ

候
へ
ば
、
唯
今
ま
で
人
と
巾
ぷ
ん
な
ど
い
た
し
、
死
を
川
比
悟
候
郁
二

三
皮
も
有
之
胸
中
倣
へ
ば
、防
府
中
般
は
、共
先
悟
皆
川
t
時
間
存
候
。

北
ハ

仔
細
は
今
に
不
死
し
て
御
入
候
を
以
見
候
へ
ば
、
不
死
候
て
も
不
苦

印
刷
と
存
候
。
不
死
し
て
く
る
し
か
ら
ぬ
悦
に
さ
へ
、
唯
今
ま
で
一
一
一度

死
主
党
情
の
事
に
供
問
、
向
後
接
聞
に
て
御
死
あ
る
べ
き
と
党
情
紋

成
候
へ
。

凡誌
を
可
巾
鴻
に
相
野
候
・
問
中
供
。
此
飴
軒
二
宮
両
氏
て
都
の

外
督
励
い
た
し
、
思
十
問
H
正
程
陀
も
形
を
付
巾
候
山
被
巾
候
。
脳
科
も

た
い
ふ
も
の
に
て
は
無
之
と
存
候
。
兎
角
大
邸
主
成
就
候
は
‘
こ
っ
一

つ
に
覚
悟
候
は
ね
ば
不
成
儀
と
存
候
。
去
共
赴
は
畢
党
の
先
悟
に
て

候
。
或
は
父
母
・
兄
長
も
有
之
も
の
に
候
へ
ば
、

一
位
市
民
心
得
候
て
は

叉
道
理
陀
迷
巾
候
。
共
段
は
各
却
制
御
先
悟
の
前
の
駅
、不
及
巾
・上
供。

一
-
大
石
内
政
助
三
m
公
安
藤
伎
に
被
召
出

大
石
内
政
助
三
男
太
三
郎
、
京
樹
甲
斐
守
殿
山
家
老
石
東
源
五
郎
方
に

母
と
一
所
花
見
出
在
候
底
・
成
山崎
へ
御
引
取
被
成
候
。
京
極
家
よ
り
は

侍
被
相
思m
・
州
間
同
町
結
被
選
候
。
腕
れ何
よ
り
は
御
使
番
佐
々
一
-
一
郎
庄
術




